
水田のフル活用
・ とやま型水田フル活用促進事業 6,610万円

麦あとの非主食用米の作付や園芸作物の振興への支援など

・ 産地パワーアップ事業 4億円
産地の収益性向上・ｺｽﾄ低減等のための機械施設整備を支援

・ 水田農業生産振興対策事業 8億1,050万円
米乾燥調製貯蔵施設やハトムギ乾燥設備の整備への支援など

拡 とやま型スマート農業推進事業 401万円
ICTやロボット等を活用した技術の導入効果等を地域の農業経営の現場で実証

富山米のブランド力強化
拡 「富富富」生産振興対策事業 2,752万円

H31栽培面積が1,000ha以上 となる「富富富」について、栽培基準の徹底による品質
確保のための生産ほ場管理や協議会運営、特別栽培米の生産実証等を支援

拡 とやまの種籾生産振興対策事業 141万円
富山県主要農作物種子生産条例に基づく優良種子の生産研修会の開催など

多様な園芸産地の育成
新 大規模施設園芸整備費業 9,610万円

軟弱野菜（コマツナ）の栽培ハウス等の整備を支援

拡 たまねぎ新産地拡大支援事業 260万円
県下への横展開促進（６→１０JA）に向けたコンテナでの簡易乾燥の実証や研修会の開催など

新 農業用ハウス強靭化緊急対策事業 600万円
台風・大雪による被害防止・軽減のためのハウスの補強や技術講習会の開催など

新 チューリップ等切り花生産活性化事業 600万円
切り花の生産拡大に向けた施設・機械等の整備とマーケティング活動を支援

畜産生産基盤の整備
新畜産振興拠点施設整備事業 2億9,100万円

畜舎・堆肥舎など規模拡大やコスト低減等に必要な施設の整備を支援

新養豚体制整備事業 1,210万円
子豚の生存率を向上させる哺乳･育成施設の整備等を支援

新畜産施設継承円滑化事業 120万円
離農農家の牛舎等の施設が新たな農家に円滑に継承されるようマッチング等を支援

令和元年度の重点施策

富山米新品種「富富富」を中心とした「食のとやまブランド」の確立
拡 富山米新品種「富富富」戦略推進事業 2億470万円

「富富富」のブランド確立に向け、首都圏等でのイベントや広報（CM､新聞､雑誌での
広告等）、販売店等での試食宣伝等に加え、新たに導入する特別栽培米の販路開拓
支援や米袋サイズのラインナップ（5ｋｇ、10ｋｇ袋）充実を実施

・ 富山米ブランド力向上対策事業 1,224万円
関西、中京圏を中心とした富山米販売促進キャンペーン等を支援

国内外の市場開拓
拡 「越中とやま食の王国」づくり事業 2,228万円

バイヤーや料理人に対する県産食材の情報発信強化のため、料理人考案メニューを掲載
した食材ガイドの制作やＨＰのリニューアルを実施

拡 「富山のさかな・水産加工品」ブランド化推進事業 2,142万円
首都圏でのＰＲや有名料理人等を招いた「富山のさかな」魅力体験ツアーの実施等

新 サスティナブルな「富山のさかな」推進事業 180万円
資源の持続性に配慮した水産物の認証制度の県内漁業者への周知や認証取得に向けた
調査研究を実施

拡 とやまの農林水産物輸出促進事業 2,110万円
香港・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙでの食品見本市への出展や､輸出拡大に向けた県産品パンフレットの

制作のほか､「富富富」についてＨＰの多言語化など輸出に向けた環境づくりを推進

新 とやま醸造･発酵オープンラボの整備 【一部2月補正】 2億6,747万円
発酵食品（日本酒､漬物等）の製品開発等を促進する開放型研究施設を食品研究所に整備

・ 農業用水を活用した小水力発電の推進 4億8,702万円
H33整備目標：35箇所
稼働中：30箇所、整備中：3箇所、着手：2箇所 計35箇所

生産性の高い農業の確立

「食のとやまブランド」の確立と国内外の市場開拓

生産力を高める

・ 安全・安心GAP高度化促進事業 844万円
とやまGAPの普及拡大とグローバルGAP等の認証GAP取得に向けた支援

・ 富山米安全・安心確保対策事業 670万円
・ 家畜伝染病防疫体制強化整備事業 837万円

疾病の早期診断、まん延防止に必要な検査機器の整備など

新 ＩＣＴ活用による環境制御型園芸ハウス運営事業 700万円
とやま農業未来カレッジにおいて、ＩＣＴを活用した環境制御型園芸ハウスでの栽培
実習等を中央農業高校と連携して実施

・ 新規就農総合支援事業 1億3,105万円
就農前研修や経営開始時に、就農者に対し資金を交付

・ 青年農業者育成事業 1,183万円
就農相談、研修、定着までをワンストップで支援

新果樹産地継承支援事業 300万円
離農果樹園地が継承されるまでの間、園地の管理を農地中間管理機構が産地に委託

新中山間産地等人材養成支援事業 500万円
就農希望者に対し産地等が行う研修に必要な施設・機械（ﾊﾟｲﾌﾟﾊｳｽ、ﾄﾗｸﾀ等）の
整備を支援

新新規林業就業者確保対策事業 344万円
高校生等を対象とした林業体験の開催や、就業情報を一元的に発信する
「とやまの林業就業ナビ」の開設など

・ 漁業担い手確保育成対策事業 300万円
相談窓口の設置、求人・求職情報の収集提供、漁業体験機会の提供

意欲ある若い担い手の育成・確保

・ 農林水産基盤の整備【公共】 228億3,430万円（対H30比117.45％）
【2月補正】 56億3,545万円

◇土地改良国営事業負担金 11億3,500万円
施設応急対策事業（早月川地区）、施設機能保全事業（射水平野地区）

（国において、国営緊急農地再編整備事業「水橋地区」の事業化に向けた地区調査に着手）

◇土地改良事業(県営等) 【一部2月補正】 175億5,425万円
農業の競争力強化対策 110億 438万円

競争力の高い農業を実現する農地の大区画化・汎用化を推進

農村地域の防災減災対策 65億4,986万円
農業用排水路の機能強化やため池などの防災減災対策を推進
防災重点ため池について、新たに農家負担を軽減する制度を創設

◇治山・林道・造林事業 【一部2月補正】 50億2,432万円
◇漁港建設事業 【一部2月補正】 9億5,350万円
新農業用水路安全対策調査普及事業 260万円

事故の傾向などを分析する調査研究や地域組織と連携した普及啓発活動などの実施

安全・安心な農山漁村基盤づくり

農林水産資源を活用した再生可能エネルギー導入

・ ６次産業化とやまの魅力発信事業 1,200万円
農林漁業者等による商品・ｻｰﾋﾞｽの開発等を支援

・ ６次産業化施設整備等事業 1億 300万円 2億2,000万円
ワインの醸造･販売等の６次産業化のための施設整備等を支援

・ がんばる女性農業者支援事業 1,028万円
農村女性の起業活動の拡大や職場環境等の整備を支援

６次産業化等の推進

⑬

食の安全の確保
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「水と緑の森づくり税」を活用した森づくり 4億2,533万円のうち
拡 県産材利用促進事業 2,035万円

公共施設における県産材を活用したフェンスの設置に対する支援の追加

拡 とやま森の祭典の開催 500万円
全国植樹祭の成果を継承する新たな緑化イベントの開催

新 オックスフォード大学植物園との交流事業 100万円
トールキンツリーの植樹、トールキン文学による「朗読と音楽の集い」の開催

新中央植物園 富山ゆかりのツバキコレクション導入事業 980万円
新中央植物園 新たな魅力創出事業 250万円

インバウンド対策も含めた観光拠点化など、施設のリニューアルに向けた調査･検討

拡林業成長産業化推進事業 5億8,968万円 4億5,235万円
県産材を低コストで安定供給するための路網整備、高性能林業機械の導入、
木材加工流通施設の整備などを支援

新森林経営管理総合支援事業 2,352万円
森林環境譲与税を活用した新たな森林管理システムの実施に関する市町村への支援、
航空レーザー計測による森林資源情報の整備

新県産材建築物設計・建築コンクール開催事業 100万円
県産材を利用した建築物を一層普及するため、建築物や設計の
優良事例を表彰

【2月補正】

森林整備と林業の振興・県産材の活用促進

新規就業者の推移
【農業】 [H11] ２５名 → [H16] ３３名 → [H29] ６９名
【林業】 [H10] １４名 → [H16] ２０名 → [H29] ２２名
【漁業】 [H12] ３名 → [H16] ４名 → [H29] ６名

拡 とやま地産地消推進事業 953万円
県産食材の学校給食への広域的活用拡大に向けたコーディネート機能の充実など

拡 食品ロス・食品廃棄物削減対策事業 1,037万円
商慣習の見直し宣言事業者の募集・フォーラムの開催、消費者向け買い物かご用
啓発シートの制作、啓発イベントの開催など

新 若者の食育実践力ステップアップ推進事業 120万円
食育アプリの企画コンテストや高校生向け食育ガイドの作成など

拡 「とやまのエコフィード」利用推進支援事業 510万円
食品廃棄物を飼料として活用するための保冷庫や飼料混合機の整備費に加え、
新たに運送費等を支援し、流通モデルを実証

消費者のこころをつかむ

農地集積・集約化の促進
・ 農地中間管理事業 5億297万円

農地中間管理機構による担い手への農地集積・集約化を推進

新 中山間地域等条件不利農地集積支援事業 375万円
未整備農地の畦倒しなど、耕作効率向上を図る取組みを支援

・ 農地利用最適化交付金 1億872万円
担い手への農地集積に取り組む農地利用最適化推進委員の活動を支援

農業経営基盤の強化
・ とやま型農業経営支援事業 8,200万円

経営面積の拡大や園芸作物の導入など「とやま型農業経営モデル」の実践等により
経営発展をめざす農業者の機械施設（コンバイン、育苗ハウス等）の整備を支援

・ 経営体育成支援事業 3億円
人・農地プランの中心経営体に対する機械施設（トラクタ、田植機等）の整備を支援

・ 担い手確保・経営強化支援事業 【2月補正】 3億円
国のＴＰＰ等対策事業を活用し、先進的な農業経営の確立に意欲的な担い手に対し、
稲作用大型トラクタ、園芸用ハウスなどの整備を支援

・ 農業経営者総合サポート事業 4,275万円
法人化等の農業経営に関する相談への対応、営農指導員等による
支援チームの編成や税理士等の専門家の派遣等を支援

農業経営基盤の強化 担い手を育成する

拡 はやつき代船建造事業 1億 402万円
拡 クロマグロ資源管理対策事業 1,500万円

ICT活用や漁具改良等による定置網における小型クロマグロ放流技術の開発

新 栽培漁業推進方策調査検討事業 450万円
氷見栽培漁業センターにおける海水井戸試掘、水質分析調査等

新 キジハタ栽培漁業加速化事業 965万円
新施設においてキジハタ種苗を増産し、事業化に向けた取組みを加速化

新 沿岸漁業構造改善事業 【2月補正】 1億2,461万円
県内の漁協や水産加工業者が連携して取り組む広域的な６次産業化を推進するため、
水産加工処理施設の整備を支援

水産業の振興

地産地消・食育・食品ロス等
削減の推進

・ 多面的機能支払支援事業 19億8,200万円
農業、農村の有する多面的機能の維持・発揮のための地域活動を支援 (公共再掲)

新 中山間地域営農体制強化に向けた取組実証
（中山間地域等直接支払） 600万円

集落機能の強化やスマート農業の推進のための試行的取組みを支援

新 中山間地農業産地づくりモデル事業 300万円
農地整備事業実施地区における高収益作物導入のモデル実証

・ とやま農山漁村地域活力創生支援事業 1,244万円
若者を呼び込む交流活動や地域活力を向上する取組みを支援

・ 都市農山漁村交流対策事業 935万円
とやま帰農塾、「とやまの田舎」交流支援など

新 中山間地農業再生支援事業 950万円
大学等との連携による地域資源を活かした中山間地農業等の再生支援

拡 鳥獣被害防止総合対策事業 1億5,357万円 5,100万円
国交付金 1億3,980万円：侵入防止柵の整備、ICT等を活用したスマート捕獲の実証試験など
県単独事業 1,377万円：維持管理困難地域における耐雪型侵入防止柵整備など

農山漁村地域の活性化

【2月補正】

【2月補正】

活力ある農山漁村をつくる

水と緑の森づくり・花と緑の地域づくり

資料３


